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皆
様、新年明けましておめでと

うございます。旧年中は大変

お世話になり、誠にありがとうござ

いました。本年は年号も変わる節目

の年であり、奈良県自閉症協会も発

足 21 年目を向かえます。本年も特

定非営利活動法人奈良県自閉症協会

への皆様のご協力ご支援よろしくお

願いします。皆様にとって本年が良

き年でありますようお祈りいたしま

す。

　この１月１９日（土）13：00 ～

15：00、滋賀県守山駅近くのライズ

ビル都賀山で近畿ブロック会議が行

われました。兵庫県・神戸市・奈良

県・和歌山県・京都府・滋賀県の情

報交換がありましたが、みなさん、

入会員の減少と役員を含め会員の高

齢化による活動の困難さを話してお

られました。ある県では、行政の補

助で毎年行っている療育バス旅行の

事業について、以前は２００名を超

える参加があったが、今では参加者

が３０人前後になって補助もけずら

れている。活動を牽引し支援する人

材が減少してきていることなどがあ

りました。そういえば、奈良県自閉

症協会もこれまで各方面の助成金事

業に応募し、採用された事業を多数

行ってきましたが、最近では、助成

を受けても、担当者となっていいた

だける会員さんが確保できず、活動

が縮小気味になってきています。　

しかし、まだまだ自閉症の人たちが

暮らしやすい世の中にするため課題

は続いています。今一度会員の力を

合わせて、効率的な活動を構築した

いと思いいます。今年は久々に、奈

良県自閉症協会でも日帰りバス旅行

をしようという計画も持ち上がって

います。皆様のご協力お願いします。

また、今年は NHK ハートフォーラム

in 兵庫が 2019 年 6 月 1 日（土）　

尼崎市あましんアルカイックホール

オクトで「強度行動障害児・者のよ

り良い支援」をテーマに行われる予

定です。詳細は決定次第お知らせし

ます。ぜひご予定に加えておいてく

ださい。

（河村）

障害者 1200 人超を採用へ

26 県、来年末までに

－障害者雇用水増し問題を受け追加

採用を決めた 26 県－

　障害者雇用水増し問題で、都道府

県の知事部局や教育委員会で不適

切な計上があった 38 県のうち、26

県が 2020 年末までに少なくとも約

1200 人を採用する計画であること

が 12 日、共同通信の全国調査で分

かった。17 年度の不適切な計上約

2700 人と比べると不十分な水準で、

一層の取り組みが求められそうだ。

　同様に水増しが発覚した中央省庁

は、今年末までに約 4千人の雇用を

目指す。都道府県警察や市町村も合

わせると、さらに大量の採用が短期

間に行われることになり、実際に確

保できるかどうかは不透明。民間企

業への影響や、受け入れ態勢の整備

が間に合うかどうかも懸念される。         

（ 2019/1/12 18:22 一般社団法人共

同通信社）

※奈良県は知事部局の採用は無し。

教育委員会は若干名となっていま

す。

（河村）
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 浅田訴訟とは

　岡山市内で 1 人暮らしする重度

障害者の浅田達雄さん（69 歳）は、

全身の筋肉が麻痺していて起床、食

事、排せつ、着替え、入浴、就寝と

いう日常生活の大部分に介護を必要

でした。障害者総合支援法にもとづ

き、月 249 時間の重度訪問介護で生

活していました。　ところが 2013

年の 2 月 13 日、65 歳の誕生日を目

前にした浅田さんに、岡山市から重

度訪問介護サービスを打ち切る通知

が届きました。65 歳になると介護

保険の対象となり、介護保険が優先

することが障害者総合支援法第 7条

で規定されているのに、浅田さんが

介護保険の申請を行わなかったた

め、という理由でした。65 歳になっ

た 2 月 15 日から 3 月 31 日までの

間、浅田さんは一切のサービスを全

く受けらなくなりました。これは、

岡山市長による上告断念を

受けた弁護団声明

                                    

２０１８年１２月１８日

                                            

浅田訴訟弁護団

  　　　　団長　弁護士　呉
お－

　裕
ゆ う ま

麻

　本日、岡山市議会本会議にて、岡

山市長大森雅夫氏が、浅田訴訟の控

訴審判決に対して、最高裁へ上告を

しないことを表明した。

　これにより浅田訴訟は、控訴審判

決が確定し、その全面勝訴が確定す

ることとなる。そのため、浅田訴訟

は訴訟としての終結を迎えることと

なる。

しかし、岡山市長や担当課職員は、

この間、浅田さんに対し、誤った処

分により浅田さんを酷く傷つけたこ

となどに対し、何らの謝罪も、反省

の言葉もない。

そのため、弁護団・訴訟団としては、

この度の岡山市長による誤った判断

に対して謝罪等を含めた適切な対処

を求めていくつもりである。

また、浅田訴訟において問題となっ

ていたいわゆる 65 歳問題の原因た

る総合支援法 7条は、これが改正さ

れた訳ではない。これから 65 歳を

迎える全国の障害者には、浅田さん

と同様の不支給処分を受けるのでは

ないかと不安な思いを抱きながら生

活する者が少なくない。

　そのため、この問題については引

き続き全国の障害者や支援者等と連

携し、厚労省との定期協議の場など

を通じて法改正をも含む抜本的解決

のために奔走していく必要がある。

したがって、この度の岡山市長によ

る上告断念は、決して我々の活動の

終わりを意味するものではなく、む

しろ次の活動に向けた足掛かりであ

ると考えている。

我々は、すべての障害者が安心して

生活できる世の中が実現するまで、

諦めることなく前進していく。

以上

介護なしでは生活できない浅田さん

にとって、命を奪われるのと同じ。

生きる権利を奪われたとして、2013

年 9 月 19 日、浅田さんは岡山市の

決定取り消しなどを求めて、訴訟を

おこしました。この間の公判で、岡

山市の不合理な主張、証人尋問を通

じて、岡山市の決定が極めて不当な

ものであることが明らかにされてき

ました。2018 年 3 月 14 日にその判

決が言い渡され「勝訴」しました。

岡山市はその後上告を目指していま

したが、多くの国民の浅田さん支援

の活動の盛り上がりもあり、2018

年12月18日岡山市長大森雅夫氏が、

浅田訴訟の控訴審判決に対して、最

高裁へ上告をしないことを市議会本

会議で表明しました。

第 53 回 NHK 障害福祉賞　

最優秀作品

～第 2部門より～

「もしも願いが叶うなら～かあちゃ

んとうちゃんの、おもしろ子育て奮

闘記」

著者 : 山口 歩　

（やまぐち あゆみ ) 　奈良県

　わが家には、高校二年生の長男マ

オと、中学三年生の次男ユウという、

知的な発達の遅れを伴う自閉症の息

子が二人います。私のモットーは、

「子どもたちのありのままを受け止

めよう」「マオはマオらしく、ユウ

はユウらしく」「そして、私は私ら

しい子育てを」。現在も子育て絶賛

奮闘中です。

二人の息子は、診断名は同じですが

タイプが全く違います。マオは、コ

ミュニケーション力が極端に弱く

て、ことばでのやり取りが難しいタ
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イプ。例えば「あれ、とってきて !!」

などのあいまいなことばでの指示は

苦手です。また、聴覚も過敏で、特

に上手 ( うま ) くない歌が大嫌い。

テレビから音の外れた歌が聞こえて

くると、小さい体でテレビを押しの

け、二台ほど壊した事もありました。

私がマオの前で鼻歌なんかを歌おう

ものなら、すごい勢いで口を塞がれ

ました。

　一方、ユウは、マオに比べると表

情も豊かで、一見すると深刻な障害

を抱えているようには見えません

が、独特なこだわりや思い込みが強

く、日々の暮らしは結構面倒です。

そして、アンパンマンが大好きな、

愛と勇気に満ち溢 (あふ )れた子で

す。買い物先のスーパーで赤ちゃん

が泣いていると「誰かが泣いてい

る !!」と、すかさず駆け寄り「大

丈夫かい？」と正義のヒーローばり

に声をかけます。その真剣すぎる表

情に、若いママさんは苦笑いです。

また、マグロ解体ショーの会場では

「ギャーッ、お魚さんが殺されてい

る !!　やめて～ !!」と大泣きし、

集まった人たちを凍りつかせたこと

もありました。

　マオが自閉症と診断されたのは三

歳の頃。自閉症ゆえの彼の特性が理

解できず、振り回されてばかりの毎

日でした。マオはいつもと同じにこ

だわります。いつもと同じ道、いつ

もと同じ店……。自転車の後ろに乗

せていて、急に行き先を変えると、

背中を小さな足で何度も蹴られまし

た。

　私は、障害特性について学び、彼

らが暮らしやすい方法を無我夢中で

探しました。そこで、耳で聞くより、

目で見るほうが、彼らにわかりやす

いという事を知り、行き先の写真を

見せたり、絵カードを示したり、イ

ラスト入りの予定表を書いて伝えた

りするようになりました。予定がわ

かるようになってからはパニックも

少なくなり、背中を蹴られる事もな

くなりました。

こうして、ようやくマオの特性と向

き合えるようになった頃、ユウも自

閉症である事がわかりました。今で

こそ、自閉症の息子が二人でジー

ショック !!　なんて冗談を話せる

ようになりましたが、ユウの診断

は、さすがにショックでした。一人

でもこんなに大変なのに、本当に育

てていけるのかと悩みましたが、幸

い、わが家は父ちゃんが子育てに大

きく関わってくれます。どんなにし

んどくても父ちゃんは話を聞いてく

れました。ユウにもマオと同じ障害

があるとわかった時も、 「こ～なっ

たら自閉症を育てるプロになるしか

ないな」と明るく言ってくれまし

た。そのことばにどれほど救われた

ことか !!　今も、どんな事も話し

合いながら育児に奮闘する名パート

ナーです。公園に行っても、友達と

関われないマオは、鳩 (はと )や砂

とたわむれてばかり。みんなの輪に

入らず、不思議な動きをしている私

たちに、周りのお母さんたちから冷

たい視線が向けられるようになりま

した。ある日、「公園に行くのやめ

ようかな」とボソッと父ちゃんに愚

痴ったところ、「嫌やったら、行け

へんかったらええやん。そもそも何

のために公園にいくの？」との返事。

「そうや、公園って、子どもを遊ば

せるため、喜ばすために行くところ

やん……。私、何してるんやろ」と、

遊ばせる＝楽しませるになっていな

い現状に気づかされました。マオや

ユウが楽しむために、どうするか。

「よーし、人がいない時間に行くよ

うにしよう !」と、朝の七時頃に公

園へ行きました。さすがに誰もいま

せん。鳩を追いかけても、砂をばら

撒 (ま )いても、誰にも迷惑をかけ

ない。自由に走り回り、何よりマオ

が楽しそう !!　肩身狭く遊んでい

た頃より、私もマオも笑顔が増えま

した。そんな朝の公園で仲良くなっ

たのは、ブルーテントの住人のおじ

さん。「鳩、集めといたったで～」

と優しく話しかけてくれました。

ちょっと年の離れたお友達ではあり

ましたが、私たち親子に公園仲間が

できたわけです。

　それ以来、遊びに行く場所、出か

ける先も、「何のために？　誰のた

めに行くの？」との視点を大事にす

るようになりました。

　マオが四歳くらいの時に通ってい

た病院での出来事です。病院に到着

し私が靴を脱いでいる間に、マオは

ス～っと人の間をぬって走り出しま

した。体の不自由な方を転倒させて

は大変です。慌てて後を追うと、あ

るお母さんがマオを抱いて私のとこ

ろへ連れてきてくださいました。私

が「すみません、本当に一瞬でいい

からじっとしてほしい……」とつい

口にするとその方は、「元気で、か

わいいお子さんね。私はね、この子

に一瞬でいいから歩いてほしいと

思って訓練にきているのよ」と話さ

れました……。横を見ると車いすに

乗った息子さん。透き通るように色

の白い、きれいな青年でした。酸素

ボンベもついていて脳性麻痺 ( ま

ひ)のお子さんのようでした。私は、

自分の発したことばが情けなく、日

頃から張りつめていた気持ちがあふ

れて、初対面の方と病院の入り口で

ワンワン泣きました。そこへ、訓練

士の先生がやってきて「どっちのお

母さんも大変や、そして、どっちの

子もかわいいね」と言ってください

ました。名前も聞かなかった出会い

です。そう、大変なのは私だけじゃ

ない !!　この世にはいろんな大変
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があって、それぞれに頑張ってい

る !!　と教えられました。今でも、

誰かをうらやましく思ったり、子育

てに行き詰まったりしたときは、こ

の日のことを思い出しています。

　その後、発達に遅れのある子ど

もたちが通う施設や、療育先に通

う事になり、自閉症や、ダウン症、

ADHD、脳性麻痺や、てんかんなど、

発達に遅れのある、たくさんの子ど

もたちとふれあう機会ができまし

た。そして、同じ悩みを抱えるママ

たちともたくさん出会いました。そ

れぞれの立場で頑張っている親子が

いる !!　それを知るだけで前向き

になれました。

　仲間と呼べる友人はできたもの

の、病院や買い物など人の集まる場

所へ行くと、やはり怒られてばかり

の毎日。謝っても許してくれない人

もいました。大阪名物、ヒョウ柄の

服を着たおばちゃんに「なんやのこ

の子」「口あるのに喋 ( しゃべ ) ら

れへんの？」と大きな声で怒鳴 (ど

な )られたり、子どもたちに障害が

ある事を話すと「かわいそうに、お

祓 ( はら ) いに行った方がいいん

ちゃう」と言われたりしました。そ

んな時私は「私たちの子育ては大変

だけど、かわいそうじゃないっ !!」

と心の中で叫んでいました。場の空

気を読めないのは、自閉症の特徴の

ひとつです。そんな息子たちとの行

動は、ハラハラしっぱなしの毎日で

した。ある日、マオと電車に乗って

いた時のことです。そこは大阪の

中でも、なかなかファンキーな路

線。ヒョウ柄のおばちゃんだけでな

く、難しい顔のサラリーマン、耳だ

けじゃなく口にも瞼 (まぶた )にも

ピアスをつけているお姉さん、ドア

前に座り込んでメイクをする女子高

生。その車内は、私たちからすると、

獣の集まるジャングルに匹敵しまし

た。ある日、見た目の怖いおじさん

に遭遇。大股開きでデーンと座席に

座って、車両全体に聞こえるような

大きな声で、携帯電話で話していま

す。もちろん、怖い顔のおじさんに

近寄ってはいけません……なんて大

人の暗黙のルールはマオには通じま

せん。どうしても座席に座りたかっ

たようで、みんなが避けて座らない

おじさんの横の席を指差し、「ここ

に座りたいです」とそのおじさんに

話しかけました。何にも動じないマ

オ。どうなることかと息を飲む私。

すると……意外にも「おっちゃんの

横に座るか？」と言ってマオを座ら

せ、私にも「この子、男前やな～。

お母さんも座りぃや」と。おじさん

の大きな声に、マオが耳ふさぎをす

ると「大きい声で堪忍やで」と謝っ

てもくれました。この人、めっちゃ、

ええ人や～ん！！！　と安堵 (あん

ど )するとともに、マオのまっすぐ

な心から、「人を見かけで判断して

はいけない」と、学ばせてもらった

出来事でした。

　そんな、幼少期のてんやわんやを

乗り越え、いよいよ小学校へ入学。

私たち家族は、マオの小学校就学を

機に、大阪から、私の実家近くの奈

良へ引っ越すことを決めていまし

た。色々 (いろいろ )な学校を見学

し、家族の状況を考えての決断でし

た。実はそれまでにも、マオが誕生

してから住んでいたマンションを売

却し、賃貸住宅に引っ越した経歴も

あります。当時住んでいたマンショ

ンは便利な場所にはあったものの大

きな国道沿い。多動全開だったマオ

は何度か、窓枠に登ったり、ドアを

開けた途端エレベーターでそのまま

下へ行ってしまったり……。マオを

追いかけようとすると、ユウが反対

方向へ駆け出す。マンション中、何

度二人を探し回ったことか……。そ

んな危険と背中合わせの日々から脱

却するために、購入したマンション

を手放す選択をしました。

住まいでもこんな苦労をしていた私

たちは、学校選びも、ランドセルを

買ってウキウキ準備という訳にはい

きません。就学前の相談では、「こ

んな落ち着きのない子、検査になり

ませんでした。まさか、地域の学校

に行くつもりじゃないでしょうね。

こんな鉛筆の持ち方じゃ、名前も書

けないですよ」と言われました。悔

しくて、悲しくて、これのどこが相

談なのか !!　と思いました。

同じ相談でも、心の指針をくださっ

た先生もいました。専門性の高い支

援が受けられる特別支援学校か、地

域の子どもたちとの交流がある、地

域の学校の特別支援学級か……。ど

ちらの学校にも、長所、短所があり、

どうしたものかと迷っていました。

そんな中で受けた教育相談。担当の

先生は、マオの家での様子やこれま

での暮らしなど、ゆっくりと聞いて

くださいました。最後に

「お母さんから何か質問はあります

か？」と言われたので

「小学校入学までに、これだけはや

らせておいたほうがいいという事は

ありますか？」

と聞きました。その頃のマオは単語

がいくつか話せる程度、睡眠も不安

定、偏食だらけ、多動全開。集団生

活には困難な事だらけでしたので、

何とかしないと……と母ちゃんなり

に必死でした。すると先生は穏やか

な声で「お母さんが、ここがいいと

決めた学校なら、どちらでもきっと

大丈夫ですよ。春までに準備するこ

となんて、何にもありません。今の

ままのお母さんで、元気に明るく笑

顔いっぱいに、マオくんを送り出し

てください。そして、美味 ( おい )

しいご飯を作って、毎日お風呂に入
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れて、温かいお布団で寝かせてあげ

てください。それだけで十分です。

今のまんまのマオくんとお母さんを

受け止めてもらいましょう」

と言ってくださいました。私は、泣

きじゃくって、このままでいいん

や！　と、不思議な力が湧いてきた

ことを覚えています。この時の先生

のことばは、今も母ちゃんを支えて

くれています。

マオが小学校へ入学してからは、慣

れない環境で、次から次へといろん

なことが起こりました。自己表現の

乏しい子どもたちです。先生との信

頼関係なくしては、学校へは通えま

せん。学校の中にも、いろんな先生

がいます。理解のある、ないだけ

ではなく、「自閉症ってこんな子で

しょ」と目の前にいるマオやユウを

見てくれない先生には悩まされまし

た。喋るのが苦手なマオに「おはよ

う、は？」「お返事、は？」と挨拶

を強要してくる先生もいました。

聴覚が過敏なマオの音楽の授業への

参加や、大勢の中での活動への参加

は長く苦戦しました。音感が良すぎ

るのか、マオは少しの音のズレも気

になり、お友達の歌声や演奏にも耳

をふさぎます。

「無理して授業に参加しなくてもい

いよ」と言われたこともありました。

このことばは優しくも聞こえます

が、「一緒には無理だよ」と拒絶さ

れているようにも受け取れます。そ

んな中、「苦手なこともたくさんあ

るけれど、音感やリズム感は優れて

いるところもあります。マオくんや、

ユウくんの素敵なところを理解して

もらったら、きっとうまくいくはず」

と、支援学級の先生が奮起。学年主

任とお話ししてくださり、誰も使っ

ていない時に興味のある楽器を触ら

せてもらったり、音楽の時間以外で

ドラムを叩 (たた )かせてもらった

り、音楽の先生に支援学級に入って

もらったりして、少しずつ交流を深

めてもらいました。

そんな細やかな関わりが功を奏し、

マオは五年生になったころから、ク

ラスの子たちとの音楽の時間を楽し

めるようなりました。ヘンテコなと

ころで大笑いしたり、楽しくなりす

ぎてジャンプしたりしても「みん

な見て～ !　マオくん、今日は耳ふ

さぎしてへんよ～ !　みんなの声が

ハーモニーになってたんやで～」

と、先生のナイスな一言で「ホン

マや !　マオくん嬉 ( うれ ) しそう

や !!」とムードが一変しました。

六年生最後の音楽会は、なんと木琴

を担当しました。耳ふさぎをして、

一番端に立っているのがやっとだっ

たマオが !!　笑顔で周囲のリズム

に合わせて演奏しています。

マオの演奏をみて、たくさんの先生

が涙ぐんでおられました。私は、も

ちろんぐしゃぐしゃでした。近くに

いたママさんたちも泣いていまし

た。一緒に演奏したクラスメイトは

大喜びしてくれました。六年かかっ

て、マオはお友達と音を楽しむこと

ができたのです。

　運動会も、遠足も、修学旅行も、「ど

うしたら参加できる？」を合言葉に、

マオとユウの気持ちに寄り添ってく

ださいました。運動会では、グラウ

ンドにマオやユウ専用のテントを設

置。仮設支援学級の出来上がりです。

これには賛否両論ありましたが、大

勢の人の歓声や大音量のＢＧＭの中

で座っていられない息子たちにとっ

ては最善策でした。また、冬の耐寒

駆け足では、学年中のお友達がいつ

までたっても帰ってこないユウを全

員で待ってくれ、二十四時間テレビ

さながらの感動のゴールを迎えるこ

とができました。最下位のユウが

「ボク、一番でしょ？」とおとぼけ

発言をしても、「ユウくんが一番頑

張ったよ」とクラスのみんながたた

えてくれました。

もちろん、子どもたちや保護者の中

には、温かい眼差 (まなざ )しだけ

でなく、冷めた視線があることも事

実です。泣いたり笑ったり、反応の

大きいユウはターゲットにされ、か

らかわれたこともあります。それで

も、そんな時はいつだって、私たち

家族より本気で怒り、悲しみ、解決

に向けて動いてくださった先生たち

がいました。

　会話の通じない、不思議な行動を

する息子たちを理解してもらうた

め、私は彼らの特性を説明すること

を大切にしてきました。母親の私

だって、マオたちと出会うまでは何

も知らなかったのですから、知らな

くて当然です。説明を聞いてくださ

り、一人、また一人、理解しサポー

トしてくださる方が私たちの周りに

増えていきました。公園で誰一人友

達のできなかった私たち家族です

が、今はたくさんの人たちに囲まれ

ています。

　そんな支えてくださる皆さんに何

かお礼がしたいとの気持ちから、マ

オの絵をコミュニケーションツール

として使う事を思いつきました。マ

オは小さい頃から、面白い絵をたく

さん描いています。お気に入りの色

鉛筆が一週間で無くなる事もありま

した。絵の中のキャラクターはなん

ともユニークで、どれも表情豊かで

す。学校で描いていると、自然と子

どもたちが集まってきます。

私はマオの絵をハガキやカレンダー

にして、同じクラスになったお友達

や、お世話になった人たちに渡すこ

とにしました。すると、思いがけず

反響が大きく、ある大学の教授の目

にとまり、「マオくんの絵をもっと

たくさんの人にみてもらおう」と、
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福祉や教育を学ぶ学生たちと一緒に

展示会を開催できるようになりまし

た。展示会は出会いの場です。いろ

んな方たちとのつながりが広がり、

体験談を話す機会をいただいたりも

する中で、あの京都大学にも家族で

行かせていただくことに。私は学生

さんたちの前でお話をし、その横で

マオは楽しそうにホワイトボードに

絵を描いていました。京大のキャン

パスを笑顔で歩くマオとユウの姿

を、スーパーで意地悪を言ったおば

ちゃんに見せてあげたいです。「こ

の子たちかわいそうな子に見えます

か？」って。

悩んで決めた地域の中学校への進

学。みんなと同じ学生服に身を包

み、兄弟仲良く手をつないで通いま

した。中学校でも、先生のサポート

を受けながら、お友達の中で笑って

います。思ってもなかった人生初

（！？）のテストも体験し、マオ、

ユウともに奇跡の好成績。数学とい

う名の算数は、通知表で五段階中五

をもらっています。質問も解答の仕

方も全部がオーダーメイド。マオや

ユウのためだけの、世界でひとつの

テストです。先生たちの思いが詰

まったテストは、母ちゃんの宝物に

なりました。

ある朝、ひょっこりと嬉しい出会い

がありました。子どもたちを送り届

けた帰り道、庭に出ていたご婦人か

ら「息子さん、大きくなったわね」

と声をかけられました。朝の挨拶は

した事はあるけど、初めて話す方で

す。はて？　と思っていたら……

「私、ずっと庭から見ていたのよ。

あなたが、お二人の息子さんを連れ

て登校してはるのを……。毎朝ね、

楽しそうに手を繋 (つな )いで歩い

てはる姿がなんとも素敵で、いつも

見惚 (みと )れていたのよ」

と。いやぁ～驚きました。大きな息

子たちと手を繋いで歩いて、二度見

されたりすることはあっても、そん

な見惚れるなんて !!

「最近はあんまり手を繋いでくれな

いんですよ」と私が言うと

「それもまた成長だものね～」

とにっこり。私たちの日々の頑張り

を見てくださっている人がいる。こ

んな日常のふとしたことばが生きて

いく力になります。

地震や大雨が続き、自然災害の怖さ

を実感する中で、こんな話を聞きま

した。障害のある子を持つお母さん

が、障害のない兄弟に「もし二人で

お留守番している時に地震がきた

ら、この子（障害のある子）は置い

て避難所に逃げなさい」と伝えた、

と……。胸が張り裂けそうになりま

した。こだわりが強くて避難所に連

れて行く事がとても大変だったり、

避難所に行けたとしても落ち着けな

かったり。だからこそ、うちにはこ

んな子がいますと、知っておいても

らう事が大切だと思うのです。家庭

だけで抱えこまずに地域の方に「手

伝ってください」が言える環境にな

れば、こんな悲しい会話を親子でし

なくてもいいはずです。

　私たち夫婦は、“普通”というこ

とばがあまり好きではありません。

なんでも出来て当たり前なんていう

暮らし、私たちには無縁です。すん

なり出来ないからこそ、出来たら嬉

しいんですから。偏食のマオが初め

てハンバーガーを食べきった時に、

夫婦で大泣きしたこと。家族で初め

て回転寿司に行った時も、店内を走

り回ったりすることなく落ち着いて

座っている二人を見て、またしても

涙。お店の人が「ワサビぬきも注文

できますよ……」と、とんできたこ

ともありました。

また、私は、自分の産んだ子どもた

ちが「自閉症であって良かった」と

思えるほど人間が出来ていません。

障害がない子をうらやましいと思っ

た事もあります。もし、仏様が目の

前にあらわれて、「何かひとつ願い

を叶 (かな )えてあげよう」と言わ

れたら……。障害に理解のなかった

昔の私だったら「息子たちの自閉症

を治してください !!」とお願いし

ていたと思うのです。でも、今は違

います。「息子たちが自閉症のまま

で、楽しく愉快に生きていける世界

にしてください」と願います。自閉

症という不思議な世界観を持つ、マ

オやユウの親になれた事を、他の家

庭とはひと味違った生活を、今は楽

しく思っています。息子たちの障害

は、パッと見てもわかりません。そ

れでも、色 (いろ )んな刺激や感覚

に戸惑いながら暮らしています。彼

らを理解し、彼らの心に寄り添って

くださる人が、これからも増えて

いってくれることを願っています。

私たちは、今日も朝からてんやわん

やと奮闘しながら笑顔いっぱいに生

きています !!　十年後も二十年後

も、たくさんの人の中で笑って暮ら

せる未来を信じて。

山口 歩プロフィール

一九六七年生まれ　自営業　奈良県

在住 

受賞のことば

素晴らしい賞をいただき、本当にあ

りがとうございました。

息子たちが自閉症だと診断され、こ

れまで無我夢中で過ごしてまいりま

した。辛 (つら )かったことも、悲

しかったことも、笑って話せる今、

私たちの家族は心から幸せです。私

たちの子育て奮闘記はまだまだ続き

ます。これまで出会えたすべての皆

様に感謝し、これからも私たちらし

く、朗らかに毎日を過ごしていきた

いと思います。 
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日本障害者協議会（JD）　

2018 年度＜ JD 連続講座＞　

国連・障害者権利条約にふさわしい

施策実現を求めて！

深く潜む障害者排除の現実　－私た

ちは、どう立ち向かうか !!―

　中央省庁などで長年続いていた障

害者雇用の水増し偽造の発覚、優生

保護法下で行われてきた強制不妊手

術、精神障害者の身体拘束や監禁、

障害者就労支援 A型事業所の不適切

運営による解雇、生活保護切り下げ

や障害年金不支給など、障害のある

人が社会の片隅へ追いやられたり、

ないがしろにされる事件や政策が相

次いで起こっています。障害ゆえに、

人間としての尊厳を踏みにじられて

いると言わざるをえません。

　障害のある人を排除しようとする

深刻な現実の壁に、私たちはどう立

ち向かっていけばよいのでしょう

か。

今回の連続講座では、障害者をめぐ

る根源的で潜在している問題にふれ

ることで、人間の本質を学び、だれ

も排除しない、排除されない、本当

に平等で豊かな社会のために大切な

ことは何かを考えていきたいと思い

ます。

第１回　2019 年　1 月 24 日（木）

午後 6時半～ 8時半

『優生保護法被害者・家族の声を社

会を変える力に』

講師：藤木　和子（弁護士 /優生保

護法被害弁護団）

特別報告１( 訴訟原告 )：北　三郎

（活動名）

特別報告２( 調査概要 )：唯藤節子

（全日本ろうあ連盟理事）

コーディネーター：石渡和実（JD

副代表）

選　評

障害のある子を育てる上で出会う

様々な事柄を、透き通った言葉で綴

( つづ ) っていく。悲しい事、怒り

を感じてしまう事に、筆者の真剣に

向かい合う姿が印象に残る。そして、

両親に愛され、周囲の人を感動さ

せ、常に新たな出会いや気づきの扉

を開いてきた二人の子どもたちのこ

とが、読んでいくにつれて、たまら

なく愛おしくなる。支えがなければ

生きていくことが難しい彼らは、一

方で社会を支え新しい気付きを付与

する存在になるのだと、確信させら

れた文章である。(北岡　賢剛） 

以上 

第２回　2019 年　2 月 21 日（木）

午後 6時半～ 8時半

『障害者雇用水増し問題の底流にあ

ること』

講師：松井　亮輔（法政大学名誉教

授）

特別報告：工藤正一（元厚生労働省

職員、日本盲人会連合総合相談室長、

NPO タートル副理事長）

コーディネーター：赤松英知（きょ

うされん常務理事）

第３回　2019 年　3 月 29 日（金）

午後 6時半～ 8時半

パネルディスカッション　障害者排

除の現実にどう立ち向かうか

パネリスト

米津　知子（優生手術に対する謝罪

を求める会 /DPI 女性障害者ネット

ワーク） 優生手術問題

ラガド ･ アドリ（AAR Japan 難民を

助ける会 シリア難民支援担当）人

権・人道問題

市川　亨（共同通信記者）年金・雇

用問題

コーディネーター：藤井 克徳（JD

代表）

受講料：１講座につき 2,000 円（３

回連続 5,000 円）※ご欠席時の払

い戻しはいたしません。

定員：各回 150 名　

要約筆記、手話通訳、点字資料（要

約版）あります。

会場：全水道会館大会議室（４階）（文

京区本郷 1-4-1）

JR 水道橋駅東口 下車 2 分 ? 都営地

下鉄三田線 水道橋駅　A1 出口 1分

◆主催：ＮＰＯ法人日本障害者協議

会 (ＪＤ ) 

〒 162-0052 東 京 都 新 宿 区 戸 山

1-22-1　 Ｅメール office@jdnet.

gr.jp

TEL 03-5287-2346　FAX 03-5287-

2347　HP http://www.jdnet.gr.jp/

◆お申し込み方法

事前申し込みをお願いします。

メール・電話・FAX で以下のことを

お伝えください。

参加者氏名、所属団体 (ある場合 )、

住所、FAX・電話番号、メールアド

レス、障害による必要な配慮（点字

資料・車いすスペース・手話・要約

筆記等…）

参加される講座　第 1 回（1 月 24

日）、第 2回（2月 21 日）、第 3回（3

月 29 日）

◆お申し込み・お問い合わせ先

特定非営利活動法人　日本障害者協

議会（JD）

電話番号：03-5287-2346　FAX：03-

5287-2347　メール：office@jdnet.

gr.jp

住所　〒 162-0052　東京都新宿区

戸山　1-22-1
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☆社会保障審議会障害者部会

相談支援専門員研修制度の見

直しに関する障害者部会（H30

年 3 月 2 日）以降 の状況及び今後

の対応方針（案）について

（指摘内容） 

○ 障害当事者の団体から、相談支

援専門員の人数が不足していると考

えられる状況の中で、特に相談支援

従事 者初任者研修の研修時間の増

加は現場の実態に合っていない。ま

た、研修カリキュラムの見直し案作

成のプロ セスにおいて障害当事者

の意見が反映されていない。 

○ 研修内容について、障害者のエ

ンパワメントの視点が十分ではな

い、セルフケアプランの位置付けに

関して必 要な講義を含めるべき。 

○ 移動が困難な障害当事者が研修

を受講しやすくなるような工夫が必

要。

（検討の方向性） 

○ あらためて障害当事者が参画し

た検討の場を設け、これまでの検討

結果を前提として、新カリキュラム

の内容 及び必要な研修時間等につ

いて整理。

 ○ 検討にあたっては、障害当事者

の参画を前提とし、その際、身体障

害、知的障害及び精神障害の各関係

者の 人数のバランスに配慮した構

成とする。 

○ これまで障害者部会において議

論されてきた経緯を踏まえ、検討の

前提として、現時点で提示されてい

る新カリ キュラム（研修時間 42.5

時間（初任者研修）・24 時間（現任

研修））をベースとして検討をする。 

○ 研修の受講にあたり、障害者の

負担が可能な限り少ない方法につい

て検討を行う。

（施行時期等） 

○ 検討に要する期間を考慮し、新

たな告示等に基づき都道府県が実施

する相談支援専門員の初任者研修及

び 現任研修の実施時期については、

2020 年度以降とする。
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                             2018 年 12 月 28 日 

関係者各位 

一般財団法人全日本ろうあ連盟              

ICT 意思疎通支援研究事業 

                       事務局長 久松 三二 

 

ICT 意思疎通支援事業に関する調査の協力について（依頼） 

 

このたび一般財団法人全日本ろうあ連盟は、厚生労働省補助事業「平成 30 年度障害者総

合福祉推進事業」として、「ICT を活用した視聴覚障害者の意思疎通支援の現状及び今後の

活用等に関する研究」を実施する運びとなりました。 

５年前にも意思疎通支援事業に関する実態調査を行い、貴団体からもご協力を賜り、大

変お世話になりました。 

今年度は、ICT を活用した意思疎通支援等の制度の活用状況と実際の利用者の声を把握す

ることにより、各自治体において人的及びＩＣＴ両面からの意思疎通支援の適切な導入を

促すことを目的として実施しています。 

 

つきましてはご多忙の折、恐縮ですが、以下の調査へのご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

  １．調査内容     ICT を活用した視聴覚障害者の意思疎通支援の実態把握 

 

  ２．調査票の回答方法 メール回答（送信先：info@jfd.or.jp） 

 

  ３．調査期間     １月４日～31 日（木） 

             ※１月 31 日（木）回答必着 

            

  ４．回答返信先  一般財団法人全日本ろうあ連盟 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 130 SK ビル 8F 

           TEL：03-3268-8847  FAX：03-3267-3445   

e-mail info@jfd.or.jp 担当 兵藤、鴫原、岡安、中村 

 

 

 

 

厚生労働省補助事業「平成 30 年度障害者総合福祉推進事業」 

「ICT を活用した意思疎通支援の現状及び今後の活用等に関する研究」調査 
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【A】障害者団体調査 ICT 意思疎通支援事業実績調査 

１基礎調査項目 

団体名  

所在地 〒 -                          

回答担当部署名  

回答者氏名  電話番号  

e-mail  

 

２．ICT を活用した意思疎通支援の実施状況 

 

ICT を活用した意思疎通支援の方法について、ご記入ください。 

※複数ある場合はそれぞれご記入ください。 

① 

障害種別  

ICT 機器名  

利用方法 

例：福祉課申請等 

 

利用場面 

 

 

使いやすさ（メリット） 

 

 

 

使いにくさ（デメリット） 

 

 

 

 

② 

障害種別  

ICT 機器名  

利用方法 

例：福祉課申請等 

 

利用場面 

 

 

使いやすさ（メリット） 

 

 

 



11

11

ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻７７１９号  ２０１９年　１月２８日発行　（ 　 )

使いにくさ（デメリット） 

 

 

 

 

③ 

障害種別  

ICT 機器名  

利用方法 

例：福祉課申請等 

 

利用場面 

 

 

使いやすさ（メリット） 

 

 

 

使いにくさ（デメリット） 

 

 

 

 

④ 

障害種別  

ICT 機器名  

利用方法 

例：福祉課申請等 

 

利用場面 

 

 

使いやすさ（メリット） 

 

 

 

使いにくさ（デメリット） 

 

 

 

 

３－１．意思疎通支援事業（自治体）での活用事例 

 自治体において２．で回答した機器を活用している事例（特に先駆的な例や好事例）が

あればご記入ください。 

機関名 活用機器、設置場所、使いやすさ等 
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３－２．意思疎通支援事業（民間事業者）での活用事例 

 民間事業者において２．で回答した機器を活用している事例（特に先駆的な例や好事例）

があればご記入ください。 

機関名 活用機器、設置場所、使いやすさ等 

  

  

  

 

 

４．今後の課題 

今後活用の幅を広げるにあたり、課題に感じていること、改善すべき点等ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、ご協力いただき、ありがとうございました。 
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２０１８年度 第３０回こうさい療育セミナーのご案内 
 

公益財団法人鉄道弘済会 

１．開催趣旨 

総合福祉センター「弘済学園」は、知的障害・自閉症児者施設として、幼児期から児童期における療育を通し

て成人期の自立に向けた支援を行うことを特色としています。 

今回は、「こうさい療育セミナー３０回目の節目を迎えて～立場やライフステージの違いを越えて大切にした

いこと～」をテーマとし、下記の内容で開催いたします。 

本セミナーが、各領域・各分野で期待される将来展望を切り拓く一助になれば幸いです。現場につながる施

設職員、学校教員、ご家族、行政関係、学生など皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

 

３．開催概要 

〈テーマ〉 こうさい療育セミナー３０回目の節目を迎えて 

          ～立場やライフステージの違いを越えて大切にしたいこと～ 

〈主  催〉 公益財団法人鉄道弘済会 

〈日  時〉 ２０１９年２月１日（金）  ９：００～１６：００ 

〈会  場〉 公益財団法人鉄道弘済会 総合福祉センター「弘済学園」 

（小田急線東海大学前駅下車徒歩２０分） 

※当日８：３０～９：００ 駅からの送迎バスを運行。帰路もバスをご用意いたします。 

〈申込方法〉  

FAX（裏面）でお申し込み下さい。また、鉄道弘済会の HP（http://www.kousaikai.or.jp/）内「お知らせ」、弘済

学園の HP（http://www.kousaikai.or.jp/school/）内「インフォメーション」からのお申し込みも承っております。 

〈参加費〉 一般・終日：５，０００円   一般・午後のみ：３，０００円   学生：無料  

昼食弁当代：１，０００円（任意申込）   懇親会：無料（任意申込） 

〈締め切り〉 ２０１９年１月２５日（金）  

〈事務局・開催要項及び参加申込書請求先〉 

公益財団法人鉄道弘済会 総合福祉センター「弘済学園」 第３０回こうさい療育セミナー係  

   （担当：大永・石井）           

     〒２５７-０００６  神奈川県秦野市北矢名 １１９５－３ 

ＴＥＬ ０４６３－７７－３２２２   ＦＡＸ ０４６３－７７－３２２５  E-mail ryoikuseminar@kousaikai.or.jp

２．プログラム 

9：00～9：15 開会 主催者挨拶 

9：30～11：30 療育支援公開 

12：40～13：40 基調講演：飯田雅子氏（元弘済学園園長・鉄道弘済会顧問） 

14：00～16：00 

分科会： 
① 「地域で生活する発達障害幼児の発達支援と保護者支援を考える 

～児童発達支援事業・児童福祉行政・児童精神科医療の立場から～」 

② 「児童期から成人期にかけて必要な生活支援を考える」 

③ 「あらためて確認したい行動障害支援 

～行動障害の発展プロセスと行動障害支援に欠かせない視点～」 

④ 「事例を通して高機能なケースの課題を考える」 

⑤ 「児童期から青年期へと支援をつなぐ～学校・福祉サービス・相談支援の連携のあり方とは～」 

⑥ 「重い障害や行動障害を示す方々の地域移行を考える 

～保護者と共に歩んだ『地域移行支援室』４年間の支援実践を通して～」 

⑦ 「研修方法の一提案  ～インシデント・プロセス法による公開事例検討会～」 

⑧ 「よりよい支援の実践に向けて ～不適切な支援とは何か～」 

⑨ 「行動障害と虐待のメカニズム 

～行動障害はなぜ生まれるのか、虐待案件はなぜ後を絶たないのか～」 

※ 内容の詳細は、ホームページをご覧ください（下記参照）。 
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第 ３０ 回 こ う さ い 療 育 セ ミ ナ ー 参 加 申 込 書 

 

１.参加者氏名／所属名／所属先住所／所属先電話番号 

氏 名 所属名／住所／電話番号 

ふりがな（             ） ふりがな（                        ） 

 

〒 

 

電話番号          （       ） 

※参加者様ご所属先の該当種別に○をお付けください 

学生 ・ 児童入所 ・ 児童通所 ・ 成人入所 ・ 成人通所 ・ 相談支援 ・ 学校 ・ 医療 ・ 行政 ・ その他（        ） 

＊参加日程     □終日（参加費：５,０００円）     □午後のみ（参加費：３,０００円） 

＊参加希望分科会 

第一希望 □第一分科会 □第二分科会 □第三分科会 □第四分科会 

 □第五分科会 □第六分科会 □第七分科会（参加） □第七分科会（傍聴） 

 □第八分科会 □第九分科会   

第二希望 □第一分科会 □第二分科会 □第三分科会 □第四分科会 

 □第五分科会 □第六分科会 □第七分科会（参加） □第七分科会（傍聴） 

 □第八分科会 □第九分科会   

（注）第七分科会（参加）および第八分科会の定員は１５名となります。定員になり次第締め切り、他の分科会へのご案内とさせていただきます

ので、ご了承ください。 

＊写真撮影を    □希望する 

＊昼食(弁当代１,０００円)を □申し込む □申し込まない 

＊懇親会に    □参加する □参加しない      （該当する箇所に✓をお付け下さい） 

 

２.決定通知の連絡先 

ＦＡＸにてご返信いたします。ＦＡＸのご利用のない方は、送付先のご住所をご記入ください。 

ＦＡＸ 住     所 

FAX 番号 

 

 

ご住所（ ご自宅 ・ 所属先 ） ※いずれかに○をお付けください 

〒 

 

 

３.本セミナーを何でお知りになりましたか（該当するものに○をお付け下さい） 

本案内 ・ ホームページ （具体的なサイト名：     ） 

雑誌 （具体的な雑誌名：       ） 

その他 （         ） 

 

<お問い合わせ> 〒257-0006 神奈川県秦野市北矢名 1195－3 第３０回こうさい療育セミナー係 

（担当：大永・石井） 

電話：0463（77）3222    FAX：0463（77）3225 

E-mail：ryoikuseminar@kousaikai.or.jp 
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